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学位論文審査の結果の要旨                
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芽率の経時的変化を調査している。この結果、アスパラガスは最も低い塩濃度である50 mmol L-1 






















３種の植物種を100 mmol L-1 NaClで処理し、播種後19日（キャベツは22日）まで栽培した結果、
それぞれ次のような特徴が明らかになった。インゲンでは、収穫時における植物全体の新鮮重は、
対照区と発芽前に塩処理を開始した区とを比較すると、塩処理区の方が小さく、インゲンは発芽前
には耐性を獲得していないことが明らかになった。また塩処理開始の時期に関わらず、塩処理区
相互の間に有意差が認められなかったことから、申請者は、インゲンが発芽後も耐性を獲得してい
ない、と判断している。 
キャベツでは、播種後22日における植物全体の新鮮重は、対照区と発芽前に塩処理を開始した
区とを比較すると、塩処理区の方が大きく、キャベツが発芽前に耐性を獲得している可能性が認め
られた。また、塩処理区の新鮮重は、処理間差としては小さいものの、塩処理の開始が遅くなるに
つれて小さくなる傾向にあり、申請者は、キャベツは発芽後に処理を開始すると、耐性が弱くなる、
と考えている。 
ズッキーニでは、播種後19日における植物全体の新鮮重は、対照区と発芽前に塩処理を開始し
た区とを比較すると、両者の間には有意差が認められなかったことから、ズッキーニは発芽前から
塩に対する耐性を獲得していることが明らかになった。塩処理区の新鮮重は、発芽前に処理を開
始した区から発芽後6日までに塩処理を開始した区では塩処理区相互に有意差は認められなかっ
たが、発芽後7日以降に処理を開始した区では、新鮮重の著しい減少が認められ、ズッキーニにお
いては、この時期に耐性が変化することが示唆された。ズッキーニが発芽時に獲得した耐性がいつ
まで継続するのかについては、今後更に長期の栽培を行って確認する必要がある。 
また、キャベツについては、申請者の予想に反して、発芽前に耐性を獲得している可能性が考
えられたことから、キャベツの耐性獲得については今後更なる検討が必要である。 
以上のように、本研究は植物の発芽期および幼植物の発達初期における耐塩性に関する基礎
的な知見を提供しており、博士（農学）の学位に値する業績と判断される。 
 
 
